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レムシャーンカ Черемшанка 土塁跡から、2017 年夏、ロシア科学アカデミーシベリア支
部の調査により、2 本の破損した口琴が発掘された [52, 53] 58。有蹄類の動物の骨製で、「3
本の歯を持つ櫛に似た形」をしており、「2000 年程前の物」とされていた59。
　後に公表された記事（リエソフスカ Liesowska 2018）60 中の写真（fig.28,29）によると、





た中国遼寧省 [12-13]、同内蒙古自治区 [01]、北京 [02-05]、モンゴル [06]、ロシア連邦トゥ
ヴァ共和国 [07]、同ハカス共和国 [08-09] の出土口琴と共通する、重要なポイントである。
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元前 5 世紀から紀元後 3 世紀のチュルトコー
フ遺跡・川床 9 Чултуков Лог-9 からは、口琴
の制作段階途中の骨辺が 3 点出土したとされ















シャーンカ出土の 2 本は、1,560 ～ 1,740 年前、
フン - サルマタイ時代に作られたものとされ
ている。とすれば、紀元後 278 ～ 458 年ごろ、














土塁出土の口琴 [52]。 リエソフスカ 2018 より
fig. 29 ロシア連邦アルタイ共和国チュルトコーフ遺
跡 ・ 峡谷 1 およびチェレムシャーンカ土塁出土の口





ロシア連邦ヤマロ - ネネツ自治管区ウスチ - ヴォイカル土塁出土の骨口琴 [10]、そしてキ
ルギスの現行の木製口琴ジガチ オーズ コムズなどとよく似た、振動弁に「肩」があり、







13．ロシア連邦沿海地方  Altai Republic, Russia [101-105] 69








　薄板状（A タイプ）の紀元前 22 ～ 11 世紀には及ばないが、現時点で世界最古の B タ
イプの口琴は、ロシア連邦沿海地方ウラジオストク近辺の遺跡で発掘されている。それ
が、沿海地方南部の、日本海に面したパルティザン地区にある、アンドリアノフ居住地
Андрианов Ключ の靺鞨の遺跡で 2013 年に発掘された、紀元後 5 ～ 6 世紀のものである
（fig.30）。レシチェンコとプロコペツによれば、全長 60mm、最大幅 12mm、振動弁はほ































80mm、幅 19 ～ 9mm、途中で折れている振動
弁の、残っている部分の長さは 23mm となって
















地で 2007 年に発掘されている [103] （fig.33）。
ニコラエフカからは、20km 程度の距離にあ
る、紀元後 9 ～ 11 世紀の女真の遺跡とされる
（Лещенко & Прокопец 2015）74。
　口琴の全長は、96mm とやや大ぶりになる75。現行の民族例としては、東シベリアのサ






曲状の口琴 [102]。 写真提供 ： 姜仁旭 Kang In Uk
慶熙大学校人文大歴史学科教授
fig. 32 同上 [102] 実測図。 レシチェンコとプロコペツ
2015 より
ffig. 33 ロシア連邦沿海地方スモーリノエ居住地出土









































状の口琴 [105]。 ライターと口琴の間にある 「棒」




fig. 35 埼玉県羽生市屋敷裏遺跡出土の口琴 [107] のレントゲン写真、写真、実測図。












fig. 36 埼玉県大宮市 （現さいたま市大宮区） 氷川神社東遺跡
出土の口琴写真。上から、第一号口琴 [108]、第二号口琴 [109]。
氷川神社東遺跡 ・ 氷川神社遺跡 ・ Ｂ－１７号遺跡． 大宮市遺
跡調査会報告． 第 42 集． 大宮市遺跡調査会より。 写真提供：





fig. 37 埼玉県大宮市 （現さいたま市大宮区） 氷川神社東遺跡
出土の口琴写真。上から、第一号口琴 [108]、第二号口琴 [109]。
氷川神社東遺跡 ・ 氷川神社遺跡 ・ Ｂ－１７号遺跡． 大宮市遺
跡調査会報告． 第 42 集． 大宮市遺跡調査会より
伝統と創造 Vol.7
63
58  Института археологии и этнографии СО РАН 編 2017? による。このロシア科学ア
　 カデミーシベリア支部考古学・民族学研究所のインターネット上のニュースには、公
　 開年月日の記載がない。しかしながら、「アルタイの口琴発掘」関連のニュースが、2017
　  年 10 月 12 日に発表されたと考えられることから、「2017 年 10 月」前後の公開と考え
　 て間違いないだろう。
　　 同じ科学アカデミーシベリア支部のトロフィムク石油ガス地質学・地球物理学研究
　 所の2017年10月12日付けのニュー ス（Институт нефтегазовой геологии и геофизики 












61  本稿で便宜上付している、各出土口琴の [番号 ] は、fig.2写真中の番号には従っていない。
62  fig.29下部のスケールを基に計算すると、全長は約107mm、幅は約16mm 程度と考えら
　 れる。厚さの記載は無い。
63  この状態では、演奏中に楽器を保持することができないことから、他の薄板状の口琴
　　[01-09, 12-13] と同様、10-20mm 程度の、閉じられた「持ち手」があった可能性が高い
　 と思われる。
64   報告書が刊行されたのかどうかは、2018 年 1 月 11 日現在、未確認。
65   ただし、長さや幅の推定計測は、現段階では行わない。
66   年代的には、ロシア連邦トゥヴァ共和国アイムィルルィグ XXXI 古墳出土の口琴 [07]




67   直川 2016 参照。
68  ヤマロ - ネネツ自治管区では、発掘例 [10] では、振動弁に「肩」があり、引き紐を通
　 す穴が、枠ではなく弁に開けられた A2 タイプであるのに対して、現行のハントィ民
　 族の口琴トゥムランは、振動弁に「肩」が無く、引き紐を通す穴は、枠に開けられて
　 いる（A3b タイプ）。直川 2016 参照。
69   Bタイプの湾曲状の口琴の番号は、仮に 100 番台とする。
70  Kolltveit 2006では、800以上のヨーロッパの発掘口琴が検証されている。直川2016も参照。




72  この情報の原典は、ロシア科学アカデミー極東支部 歴史・考古・極東民族研究所のアー
　 カイヴ中の、Макиевский С. В. のОтчёт об археологической разведке в Партизанском 
　  районе Приморского края в 2013 г. // Архив ИИАЭНДВ ДВО РАН. Ф. 1.Оп. 2. Д. 748. 
　   Л. 17であるとЛещенко & Прокопец 2015に明記されているので、いずれ確認したい。





















74  この情報の原典は、ロシア科学アカデミー極東支部 歴史・考古・極東民族研究所のアーカ
　 イヴ中の、Шавкунов В. Э. の Отчёт об археологических работах в Приморском крае 
　  в 2007 г.Р ис. 85 // Архив ИИАЭ. Ф. 1.Оп. 2.Д. 612.Л. 121である（Лещенко & Прокопец 2015）。
75  「時代が下るに従って、大きくなる」という仮説も成り立たなくはないが、早急な断
　 定は避けるべきだろう。
76  原典は Шавкунов. Э. В. Некоторые аспекты культурогенеза чжурчжэней в свете 
　 новейших археологических исследований // Новые материалы по средневековой 
　 археологии Дальнего Востока СССР, 1989. С. 5-11. 図版もあるらしいので、いずれ
　 情報を入手したい。
77   渤海交易の結果であるかどうかといった具体的な仮説も含め、より多くの情報収集と、
　 検証が必要である。
78  Институт археологии провинции Хэйлунцзян, Институт археологии АОНК итая. 
　 Отчёт о раскопках памятника Тунжэнь в уезде Суйбинь провинции Хэйлунцзян 





2013　　Jew’s Harps in Russian Archaeology (unpublished).
朝鮮日報 編 .
2015　　발해유적서 초원 악기 ' 바르간 ' 첫 출토.
　　　　 http://news.chosun.com/site/data/html_dir/2015/09/11/2015091100073.html
　　　　（参照 2018-01-10）.
福田 , 聖 .
2016　　屋敷裏遺跡．埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書．第 422 集．（公財）埼玉県埋
　　　　蔵文化財調査事業団．
Института археологии и этнографии СО РАН 編 .
2017?　 В предгорьях Алтая две тысячи лет назад была косторезная мастерская. ИАЭТ
　　　　СО РАН, Новость 163.
　　　　http://www.archaeology.nsc.ru/newsru/163（参照 2018-01-10）.
Институт нефтегазовой геологии и геофизики им. А.А. Трофимука СО РАН 編 .
2017　    На Алтае обнаружен один из древнейших в Евразии музыкальных инструментов. 




2006　　Jew’s Harps in European Archaeology. Archaeopress, Publishers of British 
　　　　Archaeological Reports.
Лещенко, Нина, & Прокопец, Станислав.
2015　　Средневековые музыкальные инструменты (по материалам памятников 
　　　　Приморья). Россия и АТР. no. 3. p. 222-235.
Liesowska, Anna.
2018　　Ancient Jew’s harps found in Altai Mountains as musical instruments reappear 





?　　　 Отчёт об археологической разведке в Партизанском районе Приморского края в 
　　　　2013 г. Рис. 44 — 3 // Архив ИИА Э. Ф. 1.О п. 2.Д. 748.Л. 59.
関根 , 秀樹 .
1991　　平安時代の鉄製口琴 . 口琴ジャーナル . no. 2. p. 4-5.
直川 , 礼緒 .
1990　　ついに出た！ 日本の口琴 . 口琴ジャーナル . no. 2. p. 6-7.
伝統と創造 Vol.7
66
1994　　日本の口琴の源流 . 日本の音の文化 . p. 465-484.
2016　　アジアの発掘口琴チェックリスト（1）：薄板状の口琴（1）.  伝統と創造 東京音楽
　　　　大学付属民族音楽研究所研究紀要 . vol. 5. p. 57-70.
2017　　アジアの発掘口琴チェックリスト（2）：薄板状の口琴（2）. 伝統と創造 東京音楽
　　　　大学付属民族音楽研究所研究紀要 . vol. 6. p. 57-68.
Tadagawa, Leo.
2016　　日本出土的鉄製単簧口弦 . 第十届国际音乐考古大会 人类学视野下的音乐考古 会
　　　　议手册 .  p. 27. Iron Jew’s Harps Excavated in Japan 10th ISGMA Symposium 2016 
　　　　(Wuhan) Music Archaeology from the Perspective of Anthropology Conference
　　　　Guide. p. 60.
直川 , 礼緒 編。
1990　　埼玉県大宮市氷川神社東遺跡出土の口琴に関する新聞記事 . 
　　　　口琴ジャーナル . no. 2. p. 7.
山形 , 洋一 , & 渡辺 , 正人 .
1993a　  氷川神社東遺跡・氷川神社遺跡・Ｂ－17号遺跡．大宮市遺跡調査会報告．第 42 集．
　　　　大宮市遺跡調査会．
1993b　 埼玉県大宮市氷川神社東遺跡の口琴 ― 発掘の経緯と考察 ―. 口琴ジャーナル . 
　　　　no. 6. p. 4-14.
（本学付属民族音楽研究所社会人講座講師、日本口琴協会代表）
　The Jew’s harp is an ancient musical instrument distributed all over the world, 
especially on the Eurasian continent. Though not as many as in Europe, a certain 
number of historical Jew’s harps have been excavated in Asia. In this third part 
of the successive articles, Section 12 discusses newly found two remains of 
lamellate Jew's harps and three uncertain materials under Jew's harp making 
process from Altai Republic, Russia (3rd century to 5th century A.D.). Section 13 
discusses the bow-shaped metal (mainly iron) harps, taking four examples from 
Primorsky Krai, Russia (5th century to 12th century A.D.), followed by Section 
14 on a Jew's harp from Suibin County, Heilonjiang Province, China. At last, 
Section 15 presents three iron harps from Hanyu and Omiya, Saitama prefecture, 
Japan (first half of the 10th century A.D.) as an introduction, and their details 
will follow in the next publication.
